


9 月 16 日（土）　対面とオンラインライブ併用方式
全体司会　事務局長　栗林 昭彦

9:30　開会あいさつ　　日本学校図書館学会会長　吉冨 芳正

12:05-13:20　昼休み

第Ⅰ部　一般研究発表【司会】研究委員会　保刈 栄紀 
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 9:40-10:05

時　間 研究主題、発表者氏名【所属 (職 )】(共同研究者 )

10:10-10:35

10:40-11:05

11:10-11:35

11:40-12:05

文脈性に着目した情報資源としての「タイトル／背表紙」情報の活用可能性

～オリエンテーションにおけるブラウジングと五行歌を組み合わせた連携実践から～

【渡邉 裕・村上 恭子 (東京学芸大学附属世田谷中学校教諭・同学校図書館司書 )】

学校図書館活用に関する教職大学院生の考えの変容

―カリキュラムデザインの授業を通して―

【原口 るみ (東京学芸大学准教授）】

読書活動で人間力を高める英語読書学習の探求

【鬼丸 晴美（学校法人大阪医科薬科大学 高槻中学校高槻高等学校教諭）】

学校図書館の情報公開に関する一考察

【橋本 あかり（桃山学院大学経営学研究科博士後期課程学生）】

独自開発 Moodle プラグインによる英語多読促進と図書館利用の拡大

～図書館・授業・ ICT の三位一体のアプローチ～

【ハーヴィー佳奈･廣瀬 誠

（松江工業高等専門学校人文科学科講師・同高等専門学校情報工学科准教授）】



第Ⅱ部　課題研究発表【司会】研究委員会（庭井 史絵）

13:20-13:40　課題趣旨説明　副会長 （鎌田 和宏）

15:15-15:30　休憩

15:30-16:10　総括討論とまとめ

16:10　　　　閉会あいさつ　日本学校図書館学会副会長　石塚 等

16:20　　　　閉会
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13:50-14:15

時　間 研究主題、発表者氏名【所属 (職 )】(共同研究者 )

14:20-14:45

14:50-15:15

新潟市学校図書館支援センターの設置経緯に関する一考察

——なぜ市の独自事業として設置されたのか——

【斎藤直人 (新潟市立下山小学校司書）】

学校図書館利活用への道づくり―鈴木嘉弘氏の活動を中心に―

【鈴木守・土井幸弘 (常葉大学教授・同非常勤講師）】

Google Workspace for Education を活用した学校図書館の実践と課題

【吉田稜 (東村山市立東村山第一中学校学校図書館専任司書

 ・国士舘大学 大学院 法学研究科 博士課程研究生 )】

「学校図書館の理念の継承とこれからの教育－学校図書館法制定 70 周年に寄せて」



文脈性に着目した情報資源としての「タイトル／背表紙」情報の活用可能性 

～オリエンテーションにおけるブラウジングと五行歌を組み合わせた連携実践から～ 

〇渡邉   裕 東京学芸大学附属世田谷中学校         

村上 恭子 東京学芸大学附属世田谷中学校 学校図書館司書 

〈要約〉 

 学校図書館の利活用に当たっては教科学習との連環を図ることが重要である。また資質能力の育

成という点からも実践の場としての教科学習との接続の検討は不可欠である。そこで「背表紙／タ

イトル」情報に着目し、「目的をもって書架と向き合う」ことを軸とした「タイトル五行歌」の授

業実践をもとに、授業者・学校図書館司書、互いの専門性を活かす接続・連携を考える。この取り

組みはまた、顕在化する情報への入口とどう対峙するのかを考えることにもつながるものである。 

〈キーワード〉 

ブラウジング 情報資源 タイトル 背表紙 創作 

 

はじめに 

 学校図書館の活用と各教科の学習が連携

するにあたっては、それぞれねらいとする

事柄を共有しながら、そのつながりを学習

者自身が活用することに結びつけることを

考えていく必要がある。学びを活用する場

面を設定し、学習者の実感が伴う「知」と

なることで、他の場面での転用も期待でき

る。これは「ハブ」としての働きを「学校

教育における」という条件をつけて見直し

ていくことにもつながるであろう。 

１ 研究の目的 

学校現場において、オリエンテーション

時に広く学校図書館空間に目を向けること

や図書館の特性を知り身近なものとするこ

とに主眼を置いた取り組みは多く紹介され

ている。今回の実践でもブラウジングを活

用し、「分類」の視点からの「本」の意味づ

けや学校図書館空間に広がる情報の特徴を

検討した。そこから「タイトル（背表紙）」

の機能に焦点を当て、この部分を「五行

歌」と接続することで、分類の視点とは別

に、個々の情報の連なりから生成される意

味やイメージの想起など「ことばの学び」

への発展を試みている。この視点は国語科

の教科内容に照らしても、汎用性のあるも

のであるといえるのではないか。またこの

取り組みは教育実践と図書館理論を接続

し、その活用可能性と課題を明らかにする

ことに寄与するとも考える。 

２ 研究の方法・内容（授業の実際） 

2-1 授業の背景 

本実践｢タイトル五行歌｣については、さ

わや書店（岩手・盛岡）が行った｢文庫川

柳｣から構想を得ている。 

｢文庫川柳｣の面白さに魅力を感じる一

方、音数の制約とタイトルの関係を考慮す

ることは短時間では難しい面もある。さら

に広く学校図書館の活用可能性を広げてい

くことや学習者同士の相互交流にというこ

とにも着目しながら、｢持ち寄った本｣の連

なりを生かすことに対する教科としてのア

プローチを考えた。その際着目したのが情

報資源と文脈性である。 

具体的には「偶然の発見を期待して漫然

と情報を探す」こととそこで獲得した「情

報」をもとに歌を作ることを接続すること

で、｢目的を持って｣書架と向き合うことを

軸にする実践を検討した。ブラウジングに

おいて多くの情報資源には「背表紙」を通

じて向き合うことになる。また、検索を通

じて得る「情報」は、キーワードに対応す



る「見出し」を入り口にその内容を捉えて

いく。このように顕在化した情報に着目

し、それを「読む」活動は情報活用能力の

育成の視点からも有用なものと考える。 

また五行歌は、音数の制約がなく、題名

をつけず五行で詠む詩歌の形式であること

から、他の韻文に比べても自由度が高い。

「タイトル」が並ぶことで「歌」になる活

動は、そこに文脈が生まれ新たな意味が生

成される。今回のように獲得した情報同士

を接続する活動とも親和性が高いと考え

た。また、「歌」という点を加味すると「タ

イトル／背表紙」情報が縦書きであるとい

うことも重要な要素となっている。 

このような偶発性と文脈との接続が今回

の実践の特徴ともいえる。 

2-2 授業の実際（展開） 

単元名：｢情報｣に向き合う 

～中心・周縁・活用～ 

対 象：中学 2年生 

実 施：2023年 4月 

展 開： 

   1) グループ分け（4人１グループ） 

2)五行歌についての説明 

3)「タイトル五行歌」の例示 

4)グループでの取り組みⅠ 

  ・０～９まで書いたカードを用意 

（数字は類に対応） 

  ・各自カードを引き、担当の類の書架

から一冊を持ち寄る 

  ・グループ内で発表 

5)グループでの取り組みⅡ 

  ・各自が持ち寄った歌を並び替える 

  ※この段階で「四行」の歌ができる 

  ・五行目は、班員全員で最後の「一

行」を検討、探索する。 

6)各班創作したタイトル五行歌の紹介 

  ・背表紙を並べ写真をとる 

  ・各班の「五行歌」（３人グループは

「四行歌」）の発表 

これは国語科の学習指導要領に照らすと、

例えば「詩歌や小説などを読み，批評した

り考えたことなどを伝え合ったりする活

動」（第２学年｢Ｃ読むこと（２）(イ)｣）の

言語活動との関わりを見ることができる。 

３ 研究の結果 

実際の生徒作品について、これらの作品

を生み出すことができたのは、学校図書館

の持つ情報資源の活用を図ることができた

ことによる部分が大きい。また偶発性につ

いては、「主体的に」という部分への働きか

けや効果があるといえる。 

４ 研究のまとめと課題 

今回の方法を学校図書館関係者に向けた

ワークショップでも紹介している。参加者

からの反応や他校での取組の報告があった

ことからも、中学校に限らず実施を図るこ

とができることが明らかになっている。ま

た容易に実施可能であることも言える。 

一方で、オリエンテーションを受けての

学習者個々の変容については詳細に追うこ

とができていないことが現状である。オリ

エンテーションと授業の接続について、一

定の可能性を見出すことができたからこ

そ、今後その効果や活用可能性ついて、学

習者の変容など丁寧に分析を行っていきた

い。また、ここから年間を通じた読書活動

などへの発展や資質能力の育成に関する可

能性の検討も必要である。 

 

［引用・参考文献］ 

草壁焔太(2008.9)『すぐ書ける五行歌』（市

井社） 

三輪眞木子（2012.3）『情報行動―システム

志向から利用者志向へ』勉誠出版 

文部科学省（平成 29年３月）『中学校学習

指導要領』 

日本図書館情報学会用語辞典編集委員会 

［編］（2020.8）『図書館情報学用語辞典 第

5版』（丸善出版） 



別紙   教職大学院の学生の学校図書館活用に関する考えの変容 

―カリキュラムデザインの授業を通して― 

             東京学芸大学  原口 るみ  

 

〈要約〉 

 アドミッション・ポリシーにスクールリーダーの養成を掲げる教職大学院の必修科目において、学

校図書館活用について学ぶ機会を設けることができれば、大学院修了後に、それぞれの学校現場で活

用が進むことが期待される。本研究では、今後の教員養成や教員研修での学校図書館活用に関する学

びのデザインへの示唆を得ることを目的とし、教職大学院の必修科目の 1つであるカリキュラムデザ

インの授業を通して、学生の学校図書館活用に関する考えがどのように変容したか分析を試みた。授

業後の省察と学校図書館活用を考える課題の記述を KH Coder 3.Beta.03iを使用して分析した。結果

として、司書との協働や学習センターとしての機能について理解を深めたり、自分たち教師も学校図

書館の利用者であることを認識し、活用に目を向けられるようになったりしたことが確認された。 

〈キーワード〉 

  学校図書館活用  学習センター  教職大学院  カリキュラム 

  

はじめに 

日本の学校教育においては、学校図書館の 3

つの働き：「読書センター」、「情報センター」、

「学習センター」のうち、特に「学習センター」

としての計画的な活用に課題が見出されてい

る（日本学校図書館学会研究会, 2018）。これは、

教員養成課程において必須科目として学校図

書館について学ぶ機会が設けられていないこ

とが要因の一つとして考えられる。 

１ 研究の目的  

Ａ教職大学院は、理論と実践の往還によって、

様々な人々と協働して問題解決にあたること

のできる学校のリーダー的存在としての教員

（以下、スクールリーダー）の養成をアドミッ

ション・ポリシーに掲げた専門職大学院である。

学部から進学した学生（以下、学卒生）に加え

て、現職の学生（以下、現職生）も多く学んで

いることが特徴のひとつとして挙げられる。

「教育課程の編成・実施に関する領域」、「教科

等の実践的な指導法に関する領域」、「生徒指

導・教育相談に関する領域」、「学級経営・学校

経営に関する領域」、そして「学校教育と教員

の在り方に関する領域」の 5つの領域について

選択必修科目を設定している。教職大学院で学

ぶ学生は、修了後にそれぞれの学校において先

導的な役割を担っていくことが期待される者

たちであるため、これらの必修科目において学

校図書館活用について学ぶ機会を設けること

ができれば、学校現場での活用が進むことが期

待される。 

そこで、本研究では、スクールリーダーを目

指す教職大学院生の学校図書館活用に関する

考えの変容について分析を試みた。このことに

より、今後の教員養成や教員研修での学校図書

館活用についての学びのデザインへの示唆を

得ることを目的とした。 

２ 研究の方法・内容 

研究の対象は，Ａ教職大学院の 2023年度「カ

リキュラムデザイン」2クラスの受講者による

授業の省察と学校図書館活用についての課題

の文章である。同科目は全 14 回からなり、第

3回「学習指導要領等とは何か：校種や教科・

領域等を越えて俯瞰する」の授業で学校図書館

活用について 40 分ほど扱った。授業後に「学

校図書館を計画的に利用しその機能の活用を

図ったら、どんなことができそうですか？どん



なことをしてみたいですか？」という課題を出

し、第 4回の授業冒頭 20分ほどで各自のアイ

デアについてグループで紹介しあう時間を設

けた。受講者 68 名のうち省察と課題の両方を

提出し、研究協力の承諾を得られた 48 名分の

データを分析対象とした。なお、受講者には口

頭並びに文書で研究への参加は任意であり、授

業の成績等に関して不利益は生じない等の説

明を行った。得られたデータは KH Coder 

3.Beta.03i（樋口，2020）を用いてテキストマ

イニング分析を行った。 

３ 研究の結果 

学生の記述の共起ネットワークを図 1 に示

す。多くの学生が、学校図書館をどう活用する

か考えたことがなく（領域Ａ）、児童・生徒が

本を読むのによい場所（領域Ｂ）という認識や、

図書を借りる／調べ学習に利用する（領域Ｃ）

といったイメージを持っていた。今回の授業に

よって、読書センター・情報センターに加えて

学習センターとしての機能を有していること

知り（領域Ｄ）、司書とともに教育活動を行え

るようカリキュラムをデザインすることが重

要だと捉えるようになった（領域Ｅ）様子がう

かがえた。この傾向は学卒生・現職生に共通し

て見られた。また、最終課題のカリキュラム作

成に際して、学校図書館活用を含めた学生が

68名中 9名いた。中には、1学期の振り返りで

も「図書室という場所には魅力を感じつつも実

際使う機会は少なかった。図書室は様々な魅力

がつまっており、美術のように視覚的に生徒に

情報を示したい際にも大いに活躍してくれる

場所だと感じている」との記述もあり、必修の

授業で学校図書館活用に触れることの効果を

ある程度確認できた。 

一方で、「私が小学生の時は、調べ物をする

ために図書館を頻繁に授業で利用していた」、

「中学生以来今まで図書館というものをほと

んど利用していなかったため、学校図書を利用

しようという考えがなかった」など、児童・生

徒だった頃の経験を手掛かりに図書館活用を

考えている姿も見られ、教員養成課程で教師と

しての図書館活用リテラシーが十分には涵養

されていない課題が改めて確認された。 

４ 研究のまとめと課題 

 本研究では、教職大学院の必修科目「カリキ

ュラムデザイン」の授業で学校図書館活用につ

いて学ぶ機会を設けた結果、学生たちが、司書

との協働や学校図書館の特に学習センターと

しての機能について理解を深めたり、自分たち

教師も学校図書館の利用者であることを認識

し、活用に目を向けられようになったりしたこ

とが確認された。 

 しかし、100 分の授業全 14 回の中で学校図

書館に焦点を当てたのは 60 分程度と限定的で

あった。校種も教科も異なる教職大学院生を対

象とした授業の中で扱える具体的な事例には

限りがあり、今後は「カリキュラムデザイン」

の授業内での学校図書館活用の扱い方を再検

討するとともに、教員養成課程や教職大学院の

課程の中で教師としての学校図書館活用につ

いての学びを充実させる方法の検討を行って

いく必要がある。 

[引用、参考文献] 

日本学校図書館学会研究会 (2018)：子供の学

びを支援する学校図書館―「教育課程の展

開に寄与する」ことの意味とその具体化―

【中間まとめ】. 

樋口耕一 (2020)：社会調査のための計量テキ

スト分析［第 2 版］－内容分析の継承と発

展を目指して－, ナカニシヤ出版 
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読書活動で人間力を高める英語学習の探求 

                      

高槻中学校高槻高等学校 

鬼丸 晴美 

〈要約〉 

 EF EPIが発表する EP英語能力指数 2022によると 111の市域や国で 210万人が参加

したデーター集計で日本は、80/111位置、参加アジア 24地域国の中で 14位、英語能力

5段階レベルで 4番目。英語能力は低いと評価された。低い評価の 27地域国のうち日本

は 20 番目に位置する。グローバル人材の育成として日本の英語教育学習者も英語圏の

中等教育書籍を手に取り、自然なうちに言語習得ができるメカニズムを生徒が知り、読

書を楽しめる学校図書館で授業展開をし、辞典の利活用を身に着け、知識・情報を読書

から得られる達成感に焦点を充てた実践の一端を報告する。 

 

〈キーワード〉 

学校図書館授業活用 読書活動 辞典活用 英語多読 学習メディア メディアプログラム 

自立型学習 ケンブリッジ英語学習 グローバル教育   

はじめに 

英語教育を進める中で英語多読は世界的に

広く知られている。「1．辞書は引かない。2．

分からないところは飛ばす。3．合わないと思

ったら投げる。」多読はこの三原則で進められ、

英語教育の中でインパクトも強く広範囲な教

育現場で進められている。母語の獲得として家

庭教育が取り入れている方法でもある。 

英語多読の授業として、辞書を積極的に利活

用することで、学習に対する興味・関心・態度

に変化がみられ英語能力の向上がみられると

考えた。 

 

１ 研究の目的  

読書活動を通して人間力を高め、変化や多様

性に富む地球上のあらゆる所で活躍できる人

材 Becoming a Self-Directed Learnerの育成

を言語教育という意識を生徒に持たせながら

目指す英語学習指導の在り方を探求する。 

 

２ 研究の方法・内容 

本研究の対象は、中学 1年生とし、毎週 1単

位時間の英語多読学習・読書充実の定着に向け

毎時間 5分間の英単語辞書引活動を推進し、生

徒の変容をみる。 

① 指導計画について；週 8時間の英語及び英 

会話のうち、1時間を多読の時間に設ける。 

② 英語多読授業は、資料活用や関連図書への

発展がしやすいように、Wi-Fi設備の整った海

外図書館仕様の学校図書館にて展開する。CEFR

に準拠した主に英語圏で出版されているリー

ダーを使用。紙媒体の英和辞典、英英辞典を活

用し読書を進め、読後記録をとる。 

③ 読書活動に主体的に取り組むための、英単

語力を高めるために、[ジーニアス 5 分間単語

バトル]と題した、英語授業の教科書『UNCOVER1』

ケンブリッジ大学出版の英単語辞書引活動を

毎時間位置付ける。 

④ 英語原書の読書活動は言語生得説を意識

させ母語習得過程を踏襲して言語自然習得を

促すことを意識させる。 

 



３ 研究の結果 

① 不読者が増大傾向にある中でも、書籍に囲

まれた空間でのびのびと読書するうちに、各自

が英語力の伸びを実感できるようである。読書

は、人格形成期の生徒に良い刺激となり徳を涵

養するものと思われる。次第に、読書活動が活

性化し、速読が進み始めている。 

② [ジーニアス 5 分間単語バトル]を通して

辞書をカスタマイズするうちに、辞書が身近な

必需品となり、疑問は主体的に調べ理解を深め

ることで辞書に対する信頼感から辞書があれ

ばどんな本でも読んでいけるという感覚が読

書推進している。言葉を短期記憶に留めず、言

語習得をしていくために、言語生得説を意識さ

せ母語習得過程を踏襲して言語自然習得を促

進している。辞書忘れ生徒の激減、辞書引き時

間短縮が顕著である。さらに、5分間の集中に

より続く多読活動では辞典を読み用法にまで

目が向いたり日本語になった英語の意味ニュ

アンスの違いに気付いたりと広がりのある言

葉のイメージを掴み始めている。 

 

４ 研究のまとめと課題 

学習の積み重ねにより変化を見せる生徒た

ちの現状を的確に捉え、英語圏で流通してい

る書物、辞典の利活用で自分自身の学びに自

信を持ち、様々な課題に挑戦していく素地を

築いていける。生徒自身が未来に希望を描

き、学びを進めていき、辞書を使いこなすこ

とで得られる小さな達成感の積み重ねは脳へ

のサプリメントとなり学びの自信となる。 

人材の育成には、書籍そのものが持つリベ

ラルアーツ的なものを積極的に伝え読書時間

を学習指導計画に組み込んでいくことが大切

なことだと感じている。ノンフィクション、

教養書まで生徒自身が読みを進められるよう

にシラバスを組み立て、世界標準を生徒が意

識する読書活動推進を提供し、教わるのを待

つ生徒から自分の学びを確立し進むべき方向

へ邁進できる題材こそが読書である。 

 

 [引用、参考文献] 

１）文部科学省 大学入試改革における英語

資格・検定試験の活用について 

２）文部科学省 子どもの読書情報館 

３）英語教育ポータルサイト『えいごネッ

ト』：文部科学省  

４）文部科学省 国立教育政策研究所 令和

５年度全国学力・学習状況調査 報告書 

５）Lexile®指数 GC＆T公式ウェブサイト 

６）A Little History of the World - E. H. 

Gombrich - Google  

７）酒井邦喜著『人間力・仕事力を高める

WEB chichi 【WEB chichi限定記事】紙の本

か、電子書——言語脳科学が明らかにする「紙

の本」が脳に与える影響』 

８）酒井邦喜著『脳を作る読書』実業之日本

社 

９）酒井邦喜著『チョムスキーと言語脳科

学』集英社インターナショナル 

10）酒井邦喜著『脳の言語地図』明治書院 

11）酒井邦喜著『勉強しないで身に付く英

語』PHP研究所 

12）酒井邦喜著『言語の脳科学 脳はどのよ

うにことばを生みだすか』中央公論社 

13）世界最大英語能力指数ランキング 

https://www.efjapan.co.jp/epi/ 

https://books.google.co.jp/books?id=cDCHcXW5_ugC&printsec=frontcover&source=gbs_ViewAPI&hl=ja&redir_esc=y#v=onepage&q&f=false
https://books.google.co.jp/books?id=cDCHcXW5_ugC&printsec=frontcover&source=gbs_ViewAPI&hl=ja&redir_esc=y#v=onepage&q&f=false


学校図書館の情報公開に関する一考察 

桃山学院大学経営学研究科博士後期課程 橋本 あかり 

＜要約＞ 

 2022年 7月から 2023年 4月の間、どれだけの高等学校がホームページ上で学校図書館に関する

情報を公開しているのか、また学校図書館の蔵書冊数を調査していたところ、詳細に公開されてい

る高校とそうでない高校が存在することが分かった。その際、とくに公立高等学校は学校図書館の

情報公開に対して地域（都道府県）で差異があるように感じた。たとえば、宮城県の公立高等学校

はホームページ上で学校図書館が積極的な情報公開をしている高校が他の都道府県より多く存在し

た。そのため、どのような経緯で学校図書館の情報を積極的に公開するようになったのか、また学

校図書館の情報公開には主に誰が関わっているのかなど、積極的に学校図書館の情報公開をしてい

る宮城県の公立高等学校にインタビュー調査し、そこから分かったことを述べる。 

＜キーワード＞ 

学校図書館・情報公開・情報発信 

 

１ はじめに・研究の目的 

 学校の情報公開について文部科学省は 2016

（平成 28）年に改訂した「学校評価ガイドラ

イン」の中で、ホームページを活用した情報

公開について以下のように推奨している。 

   

情報提供は、広く一般市民が必要な情報

を得られるようにすることが重要であ

り、その際、特に学校のホームページ

は、誰もが比較的容易にアクセスできる

ことから、その学校への転校を検討して

いる保護者など、幅広い人々に対して情

報を提供することが可能となる。大量の

情報を一度に提供できることから、人々

の多様な関心に対応することができると

いった特徴があり、積極的に利用するこ

とが望まれる。また、ホームページや電

子メールのアドレスの外部への公表に当

たっては、掲載する情報が古くならない

よう適宜ホームページを更新したり、日

頃から電子メールの受信の有無を確認で

きるような体制を整備することが重要で

ある。  

 

さらに学校図書館ガイドラインの「学校図書

館の運営」では以下のことを推奨している。 

 

  学校図書館は、学校図書館便りや学校の

ホームページ等を通じて、児童生徒、教

職員や家庭、地域など学校内外に対し

て、学校図書館の広報活動に取り組むよ

う努めることが望ましい。 

 

このように、学校図書館についてもホームペ

ージを通して情報公開を進めることが望まし

いと考えられる。しかし全国の高等学校のホ

ームページを確認すると都道府県によって情

報公開に差異が生じていることが分かった。

そのため本研究では、学校図書館の情報公開

を積極的に行っている宮城県の公立高等学校

の中からインタビュー調査に協力してくださ

った 2校から得た情報を基に、どうすれば全

国の学校図書館が情報公開をできるのか検討

する。 

 

２ 研究の方法・内容 

 ホームページ上で学校図書館の情報を積極

的に公開している宮城県公立高校２校の学校

司書にそれぞれインタビュー調査を 40分程度

行った。２校については A高校・B高校とす



る。A高校・B高校に質問した内容は以下の通

りである。 

（１）図書館だよりや OPACを学校のホームペ

ージ上で公開することになった過程について 

（２）図書館だよりや OPACを学校のホームペ

ージ上で公開したことに対するメリット 

（３）他府県と比べて宮城県の高等学校で学

校図書館の情報公開が多くなっていることに

ついて考えられる要因 

（３）については、宮城県公立高等学校が他

府県と比べて学校図書館の情報公開が多い理

由について、考えられる要因を聞いた。A高

校・B高校どちらも考えられる要因であるた

め、A高校・B高校の公式回答ではないことを

記しておく。 

 

３ 研究結果 

 A高校では OPACを学校のホームページ上で

公開し、生徒だけではく保護者や外部の人で

も A高校の蔵書を検索することができるよう

になっている。OPAC公開の背景は新型コロナ

ウイルスによって休校になったことが影響し

ている。最初は OPAC上で A高校学校図書館の

蔵書のみ検索できるようになっていたが、新

型コロナウイルスが落ち着いた現在では、国

語科の授業で活用できる可能性を考え、近く

の公共図書館の蔵書も検索できるようにして

いる。また、A高校は三者面談等によって保護

者が来校する時に保護者が学校図書館の図書

を借りれる期間を設けている。OPACをホーム

ページ上で公開していることにより、事前に

保護者が OPACで学校図書館の蔵書を検索し、

どんな図書を借りるか検討できるというメリ

ットがある。 

B高校では生徒に紙媒体で配布している図書

館だよりを PDF形式にしたものを数年前から

学校のホームページ上で公開している。数年

前に学校のホームページを充実させたいとい

う話が B高校で出た際に、情報担当から学校

図書館として何か公開できる原稿が無いか問

い合わせがあり図書館だよりをホームページ

上から閲覧するようになった。図書館だより

に生徒の様子や、学習環境、学校図書館のサ

ービスを載せ学校のことを知ってもらうこと

によって、学校選びや、支援してくれる人を

増やすことに繋がっている可能性があるとい

う回答を得た。 

 

４ 研究のまとめと課題 

 宮城県の公立高校が他府県と比べて学校図

書館の情報公開が多い要因について聞いたと

ころ宮城県では学校図書館職員の研修が定期

的に実施されており、その際に情報共有が行

われたのが要因ではないかという回答を両校

の学校司書から得た。また、文部科学省によ

る「学校図書館の現状に関する調査」（令和 2

年度）では、宮城県公立高等学校 74校のう

ち、72校が学校司書を配置している。このよ

うな学校司書の配置数や研修制度等によっ

て、積極的な情報発信が行えているように感

じる。つまり、他府県の高等学校でも学校図

書館職員の集まりの場を設けたり、研修制度

を充実させたりすることが積極的な情報公開

につながるのではないだろうか。 

 

【引用・参考文献】 

・文部科学省「学校評価ガイドライン【平成 2

8年改訂】」＜https://www.mext.go.jp/compon

ent/a_menu/education/detail/__icsFiles/af

ieldfile/2019/01/30/1323515_021.pdf＞最終

閲覧日：2023年 6月 2日 

・文部科学省「学校図書館ガイドライン」＜h

ttps://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokus

ho/link/1380599.htm＞最終閲覧日：2023年 6

月 1日 

・文部科学省「令和 2年度「学校図書館の現

状に関する調査」の結果について」＜https:/

/www.mext.go.jp/content/20220124-mxt_chis

ui01-000016869-1.pdf＞最終閲覧日：2023年

6月 1日 



独自開発 Moodleプラグインによる英語多読促進と図書館利用の拡大 

～図書館・授業・ICTの三位一体のアプローチ～ 

〇 松江工業高等専門学校 人文科学科 ハーヴィー 佳奈 

松江工業高等専門学校 情報工学科  廣瀬   誠  

＜要約＞ 

松江工業高等専門学校（以下、松江高専）では 2013年度から英語多読を図書館で実施している。

教育における ICTの活用が進む中、同校は多読学習の強化のため「多読 Moodle」というオンライン

記録ツールを開発・更新してきている。その ICTや多読授業における図書館、授業の相互関連性を

調査した結果、図書館利用と授業実践、図書館利用と ICT、授業実践と ICT の間には強い関連性が

あり、英語多読のモチベーションが ICT利用を通じて向上することが明らかになった。図書館・授

業・ICT の三要素を組み合わせたアプローチにより学校図書館の利用率向上が期待される。多読学

習のモチベーション向上と ICT利用促進の両方に取り組むことが今後の課題である。 

 

＜キーワード＞ 

授業実践 ICT活用 図書館利用 多読 英語多読 読書記録 Moodle  

 

はじめに 

 松江高専では同校図書館を利用した英語

多読の教育実践を 2013 年度から実施してい

る。英語多読とは、辞書を使わずに多くの本

を読み進める学習法であり、英語運用技能の

向上が見られることが報告されている１）。教

材である英語本を図書館蔵書とし、図書館に

移動し実施するこの多読学習は、図書館の活

用を包含している。すなわち、この図書館を

利用した授業実践は、学校図書館の『読書セ

ンター機能』および『学習センター機能』2）

に密接に関わる。一方、教育現場での ICT活

用が強く推進されている中、松江高専では多

読学習の充実を図るため、読書履歴等のオン

ライン記録媒体である「多読 Moodle」を独自

開発し、2018年度導入以来アップデートし続

けている。 

１ 研究の目的 

 図書館を利用した多読授業、あるいは ICT

を活用した多読授業の実践例は数多く報告

されている。しかし、英語多読、ICT、そして

図書館利用の相互の関連性を検証した先行

研究は見当たらない。そこで、本研究では、

松江高専での多読授業について、図書館、授

業、および ICT の 3 要素の関連性を検証し、

これらが相互にいかに効果や影響を与えて

いるかを探ることで、今後の改善点や課題を

明らかにする。 

２ 調査方法および内容 

多読学習は 2011年度から 2023年度現在に

至るまで、本科 1～3 年生対象の英語科授業

に組み込まれている。なお、 2019年度には、

図書館施設の改築工事のため仮設図書室で

行われ、2020年度前期中はコロナ感染拡大に

よる学校および図書館閉鎖により、オンライ

ンで実施していた。 

本研究では、本科 3年生 179人を対象に意

識調査を実施し、(1)図書館利用と授業実践

(英語多読)、(2)図書館利用と ICT（Moodle）、

(3)授業実践と ICT、の 3要素に関した 2つの

質問項目の相関性（図 1）に特に着目する。

(1)はカイ二乗検定、(2)と(3)についてはス

ピアマンの順位相関係数および z検定により、

その有意性を検証する。その結果を他の質問

項目への回答結果とともに考察する。 



 

図 1. 図書館・授業・ICTの相互関係 

３ 調査結果 

２で挙げた 2つの質問項目間における相関

性の検証結果は以下の通りである。 

(1) 図書館利用と授業実践： 

アンケート項目の「図書館で授業を受けるこ

とで授業外でも利用するようになりました

か（多目的室含む）」と「授業外多読の回数」

間の関連性の検定結果で、双方に強い関与が

見られた。特に、「授業の後に図書を手に取っ

たり借りるようになった」については、授業

外多読を「6回以上」行う群と「なし」の群に

は、より強い影響があることが分かった。 

(2) 図書館利用と ICT：  

「授業外多読の回数」と「多読 Moodleを授業

外でも使いますか」の間は両側・片側検定と

もに有意であり、関連性が非常に高いと言え

る。多読 Moodle の利用が多いことが授業外

多読への回数に強く関与し、ひいては図書館

利増加につながると言える。 

(3)授業実践と ICT： 

「英語多読へのモチベーションの程度は」と

「多読 Moodle は多読へのやる気につながっ

ていますか」の間においても、両側・片側検

定ともに有意であり、関連性が非常に高い。

英語多読のモチベーションを上げると多読

Moodleの利用が多くなり、授業外多読の頻度

も向上する、という正のスパイラルで相乗効

果が得られる、と言える。 

 また、アンケート項目「図書館を授業の一

環でつかうことについて」には「気分が変わ

って良い」、次いで「教材の豊富にあってよい」

と、肯定的な回答選択がほぼ 100%であったこ

とも付記する（図 2）。これより、図書館を利

用した授業は学生に好意的に受け入れられ

ている教育実践であることが分かった。 

 
図 2. 図書館での授業実践への意識 

４ まとめと課題 

これらの結果により、図書館利用、授業実

践および ICT活用は統計的にも強い関与が見

られた。また、図書館利用には英語多読への

モチベーションが強く関与していることも

統計的に証明できた。授業実践と ICTの活用

が図書館の利用率を押し上げる一方、授業実

践に消極的な取り組む学生は ICT活用をいて

は図書館利用もしない。また ICTが英語多読

のモチベーションを上げることで、図書館利

用につなげることが出来る。このように授業

実践と ICTは図書館利用に影響を与えており、

これらを合わせた三位一体のアプローチに

より、図書館の利用率増加への可能性がある

ことが分かった。 

今後の課題は、多読学習へのモチベーショ

ン向上と ICT の利用促進の 2 点である。ICT

活用が学生のモチベーションに関与するこ

とから、ICT の機能に加え、授業内容や評価

方法、指導方法における更なる工夫や改善に

より、ICT の利用促進や学生のやる気の向上

が見込まれ、ひいては図書館利用の活発化に

つながることが期待できる。 

 

[引用、参考文献] 

1) 高瀬敦子.『英語多読・多聴指導マニュア

ル』，大修館書店，2010. 

2) 堀川照代．『「学習図書館ガイドライン」

活用ハンドブック 解説編』，悠光堂，

2018. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)授業による利用は 

授業外での利用促進

に繋がった？ 

(2)授業外の英語多読で 

利用促進された？ 

(3)英語多読の記録に ICTを用いることは

モチベーション向上に繋がっている？  



学校図書館利活用への道づくり 

―鈴木嘉弘の活動を中心に－ 

常葉大学 ○鈴木守 土井幸弘(非常勤講師） 

〈要約〉 

本研究は、学校図書館の在り方に関する検討を行うために、『学校図書館法』制定当時から現在に

至る鈴木嘉弘（日本学校図書館学会名誉会員）の「学校図書館の利活用への道づくり」の活動を明

らかにすることを目的とした。鈴木は、高校の国語科教諭、県教育委員会指導主事、高校長、県立

中央図書館長、大学教授・附属図書館長等を歴任し、静岡県の学校図書館の発展に寄与している。

鈴木に学校図書館に関する活動や当時の状況についてインタビュー調査を行った結果、以下のこと

が明らかになった：1)公立高校の学校図書館の当時の状況、課題と試み、2)教育行政・管理職とし

ての学校図書館への指導支援、3)大学教員としての学校図書館の環境づくりの試みと実践。 

〈キーワード〉  

学校図書館の利活用 静岡県教育委員会 戦後の新教育 学校図書館法 鈴木嘉弘 

 

はじめに 

『学校図書館法』制定 70 周年を迎え、学

校図書館の理念の継承とこれからの教育が課

題となっている。これからの学校図書館の在

り方を検討するためには、学校図書館にかか

わってきた関係者が培ってきた実践を明らか

にすることが重要である。 

1 研究の目的 

本研究は、第二次世界大戦後の静岡県の学

校図書館の発展に寄与してきた鈴木の「学校

図書館の利活用への道づくり」を明らかにす

ることにより、これからの学校図書館の在り

方の検討に示唆を得ようとするものである。 

2 研究の方法・内容 

 昨年から、学校図書館の実践と、当時の静

岡県の学校図書館の状況等について、対面で

の鈴木へのインタビュー調査を実施した。ま

た、当時の資料調査も、併せて行ってきた。 

3 インタビュー調査等から 

3.1 高等学校の教諭として 

鈴木は奇しくも『学校図書館法』が制定さ

れた 1953（S28）年に富士高校に新任（国語

科）として着任した。当時の状況について鈴

木は以下のように述べている： 

当時は戦前の画一的な教育への反省から、

新しい平和な文化国家の建設を目指すという

戦後の新教育の方針から、多様な価値観の存

在を前提に「教科書を教える」のではなく、

「教科書も一つの教材」と図書館の重要性が

強く叫ばれていた。しかし一方では、既に受

験のための勉強、大学進学のための学級編成

も行われ始めていた。とにかく多種多様な本

を読むことは大事、生徒が読書に親しむよ

う、機会あるごとに読書の話はしていた。 

  

1956（S31）年に、鈴木は浜松西高校に転

任した。12年間の内６年間は、図書課を希

望して務めている。 

 

図書館だよりの創刊号にて、談話室・勉強

室・読書室・貸本屋的利用ではなく、図書館

をもっと毎日の学習活動に結びつけて積極的

に実力の養成に努めようと呼びかけていると

ともに、生徒の読書実態調査を踏まえ、在り

たい学校図書館像を求めて『学校図書館』も

購入、先進校の視察も県外にまで及んだ。「西

高生に親しまれ、利用される図書館」が目標

だった。国語科の教師としても、図書館資料

活用の発表形式授業も導入、学力の定着度も



高く、生徒からも好評だった。また当時ＰＴ

Ａ雇用だった司書の県費化にも尽力し実現で

きた。 

 

1968(S43)年に、鈴木は金谷高校に転任し

た。全校教師による教科指導と結びついた読

書指導を目指している。教科学習参考書目の

制定・活用、推薦図書50選の選定、読書ノ

ートの作成と活用を組担任と協力して行い、

不読者層の啓発と読書の質向上を図った。ま

た、学校図書館を活用しながら、卒業研究を

全校で組織的に行った。 

3.2 教育委員会指導主事として 

 1978（S53）年に、鈴木は静岡県教育委員

会（以下、県教委）の指導主事となる。 

1)学校訪問に当たって、必ず学校図書館で

図書館職員と懇談の場を持った。2)県高校

図書館研究会（以下、高図研）の研修会に

は、時間が許す限り参加し、実態を把握する

とともに、指導助言に当たった。3)学習指

導要領の改訂に伴い、1979（S54）年、高校

教育課として「新教育課程実施による授業の

改善に伴う施設・設備の充実」の予算化を企

画し、学校規模ごとの蔵書の標準冊数を決め

た。その後、特に新設校と著しく標準に達し

ていない高校には、特別に予算を配慮した。

4)県教委として、初めて図書主任研修会を

開いた。5)教育研修所と連携し、選択グル

ープ研修に「学校図書館の授業への活用」を

取り上げた。優れた実践の発見・開発に努め

るとともに、県内各校への啓発に努めた。

6)県立中央図書館において、館員の専門性

を生かした図書課の教員・司書の研修会等が

実施された。 

 1983（S58）年に、鈴木は浜松南高校長と

して、文化講座の開設や、商業科の生徒を対

象とした卒業研究の制度化等に尽力した。

1985（S60）年に県立中央図書館長として、

県内公立図書館振興策の制定と推進に努め

た。また、高図研を通じ、県立中央図書館の

資料・レファレンスの活用を促した。

1988(S63）年に、静岡高校長として大学推

薦合格者対象の卒業研究の制度化に努めた。 

3.3 大学教員として 

 1990（H２）年から、鈴木は常葉学園大学

教育学部の教授を務めた。1994（H6）から

は附属図書館長を兼務した。教職課程の教科

指導法担当者会議を開催し、図書館を利用し

た授業展開等について協議した。学生に対し

ては、図書館ツアーを実施、図書館の資料を

活用した学生発表形式の授業導入等を図る

等、学生の情報リテラシーの向上に努めた。

学外においても、講演を多数行い、学校図書

館並びに図書館に関する理解を広めた。 

1997（H9）年の『学校図書館法』改正に

伴い、鈴木は学校図書館司書教諭講習を設け

るよう県教委に進言した。静岡大学と常葉学

園大学で講習が行われ、公費出張となった。 

県内大学等の図書館情報学担当者による

「静岡県図書館情報学教育研究会」を企画

し、発足に尽力した。また、県内高校を対象

とした「高校図書館報コンクール」を創設

し、多くの高校からの参加を得た。 

 2002（H14）年に鈴木は常葉学園大学を退

職後も、学校図書館ボランティア養成等に努

めた。また、2003（H15）年に掛川市子ども

の読書活動を考える会を設立、さらに 2010

（H22）年に日本学校図書館学会静岡県支部

を発足させ、地域の学校図書館の整備充実に

努めてきた。 

4 研究のまとめと課題 

鈴木の活動から、静岡県学校図書館界の歩

みの一端を明らかにすることができた。 

本研究結果から示唆される検討課題として

以下の事項が考えられる。1)学校図書館を

どのように毎日の学習活動に結びつけること

ができるか、2)学校図書館と教育委員会と

の関係の在り方はどうあるべきか、3)司書

教諭や教諭、図書館職員や、ボランティア

等、学校図書館にかかわる人づくり。 



新潟市学校図書館支援センターの設置経緯に関する一考察 

――なぜ市独自事業として設置されたのか―― 

新潟市立下山小学校 学校司書 斎藤直人 

〈要約〉 

新潟市学校図書館支援センター  以下、支援センター）は、市の独自事業として 2008 年～2010年

にかけて４つ設置された。なぜ文部科学省が推進する「学校図書館支援センター推進事業」による

設置ではなく、市独自の事業なのか、その経緯を当時の会議資料や市議会議事録などを紐解きなが

ら明らかにする。それらから、当時の新潟市の学校司書を取り巻く情勢が分かる。具体的には①新

潟市は約 70 年におよぶ学校司書の歴史があること、②平成の大合併までは正規司書と非常勤嘱託

司書 １年間毎の雇用）がほぼ半々であったこと、③合併した地域に臨時司書 学期毎の雇用）を

多く採用したこと、④その臨時司書を支援する体制づくりが急務であったこと、⑤運営検討委員会

の提言をもとに段階的に４つの支援センターを設置したことが読み取れた。 

〈キーワード〉 

 新潟市 学校図書館支援センター 学校司書 政令指定都市 平成の大合併 

 

はじめに 

1952 年に PTA 予算で新潟市立中学校図書館

に１名の「事務助手」を配置した。これが新潟

市内で初めての学校司書である。くわえて1954

年に小学校２校・中学校１校に 「事務助手」が

配置された。その後 「事務助手」の配置が進み、

1956年には市内中学校に勤務する12名が中学

校司書の会 名称は「事務助手部会」）を発足し

た。1960年に文部省通達「教育費に対する住民

の税外負担の解消について」によりPTA費での

雇用ができなくなり、翌 1961 年に新潟市の臨

時職員へと転用された。その後の学校司書の変

遷については紙幅の関係で割愛するが、1998年

時点で正規44名・非常勤嘱託44名の学校司書

が勤務していた。 １ 

さて、新潟市は独自事業として学校図書館支

援センターを2008年に設置して、今年で15年

目となる。設置の背景には、平成の大合併によ

り、学校司書の未配置だった地域へ多数の臨時

司書を採用・配置した。つまり、未整理の状態

の学校図書館へ初任者の臨時司書を配置した

ため、臨時司書と学校図書館への支援が急務で

あったといえる。 

１ 研究の目的 

全国的に支援センターの歴史は浅く、支援内

容に関する研究は近年複数あるが、設置経緯に

関する基礎研究は少ない。そこで新潟市の事例

をもとに行政や図書館員、学校司書等がどのよ

うに協働して支援センターを設置したのかを

明らかにして、支援センターを中心とした図書

館行政の歴史を明らかにする。 

２ー１ 研究の方法・内容 

支援センター設置までの会議資料や、アンケ

ート結果、活動報告等をまとめた『新潟市学校

図書館支援センター全市展開までの歩み——試

行期間中 H20→H22）の資料集——』 新潟市学校

図書館支援センター、2014 年）を用いながら、

新潟市が実施 ・成成した政令指定都市に関する

調査報告や、新潟市議会議事録等を参考に支援

センター設置の経緯をまとめる。 

２－２ 平成の大合併と正規職員数の削減 

新潟市は、2005年に13市町村と合併して政

令指定都市になった。この合併により「合併特

例法」に伴う財政的な優遇措置がある一方で、

正規職員数の削減をしなければならなかった。

新潟市が成成した「新潟市の広域合併における



市民への効果・影響に関する調査報告」 ２によ

ると、正規職員の削減は、以下のとおりである。 

 

【合併における効果】 新潟市の行政組織編に

よる重複する管理部門等の整理統合や、本庁へ

の事務集中化等により、職員を削減した。 

【合併前】Ｈ16年４月１日 職員総数 8,338人 

【合併後】Ｈ18年４月１日 職員総数 8,077人  

・ 261人減、 約2,021,445千円／年の削減 

 

わずか２年間で261名もの正規職員を削減し

たことが分かる。 

２－３ 正規職員「減」と学校司書の新規採用 

新たに新潟市になった地域には学校司書が

一部の地域を除き配置されておらず、旧新潟市

に合わせて配置することになった。具体的には、

臨時司書71名 このうち８名が２校兼務）が新

規に採用された。 ３ 

つまり、平成の大合併により、正規職員数は

削減する一方で、学校司書は新たに採用しなけ

ればならない矛盾が生じた。それを解決するた

めに、職員定数に含まない臨時職員  学期ごと

の雇用）の学校司書を配置することになった。 

 これは、学校司書の勤務経験の無い新規採用

者が、長年整備されていない学校図書館に勤め

るため、支援センターによる学校司書と学校図

書館への支援が急務であったことが伺える。 

２－４ 支援センター試行期間の概要 

 支援センターの設置前の 2007 年に教育委員

会や学校長、公共図書館、学校司書等が参加し

た運営検討委員会が行われた。そこでの提言を

もとに新たに新潟市になった 臨時司書の多い）

地域へ優先的に設置された。具体的には、①３

年間をかけて順次４センターを、②公共図書館

に、③ベテランの正規学校司書を異動により配

置した。しかし、支援センターの配置場所や、

公共図書館との兼務、正規司書の学校から支援

センターへの異動等には、同会だけではなく、

市議会でも複数回にわたり審議された。 ４ 

３ 研究の結果 

 平成の大合併によって、新たに新潟市になっ

た地域に多数の臨時司書を配置した。それらを

支援するため支援センターの設置が急務だっ

たことが明らかになった。 

４ 今後の課題 

支援センターは、全国的にみても日々変化し

ている。新潟市も同様で４つの支援センターが

１つに集約された。今後の動向を注視していく

必要があり、継続的な研究が必須である。 

５ 出典 

 １） ① 新潟市学校図書館支援センター『新

潟市学校図書館支援センター全市展開までの

歩み——試行期間中 H20→H22）の資料集——』  新

潟市立中央図書館学校図書館支援センター、

2014年）および ② 新潟市学校図書館支援セン

ター 「令和３年度学校図書館新センター年間報

告」 「新潟市の学校図書館・学校図書館支援セン

ターの歩み 沿革）」 https://opac. niigata 

citylib.jp/gakushi/publish/annual_report0

3.pdf）最終アクセス2023年8月18日 

 ２）新潟市企画財政局企画部企画課  「新潟市

の広域合併における市民への効果・影響に関す

る調査報告」「調査結果 データ編」「Ⅲ経費削

減・効率化について」人事課「項目名：職員人

件費の削減」236頁 

 ３）同上「調査結果 データ編」「Ⅱ 編入市町

村への効果・影響」教育委員会総務課「事務事

業名等：小中学校に図書館司書配置」151頁 

 ４）前掲書、新潟市学校図書館支援センター 

 参考）祖父江陽子『学校図書館』  「新潟市に

おける学校司書の配置について」全国学校図書

館協議会 2022年３月857号 19～22頁 



Google Workspace for Educationを活用した学校図書館の実践と課題 

東村山市立東村山第一中学校 学校図書館専任司書 

国士舘大学大学院法学研究科博士課程 研究生  吉田 稜 

〈要約〉 

令和元（2019）年、文部科学省は、児童生徒 1人に対して 1台の端末と、高速大容量の通信ネッ

トワークを整備するとした「GIGAスクール構想」を提唱した。東村山市では、「GIGAスクール構

想」に基づき、市立小・中学校に在籍する児童生徒全員に対してタブレット型端末（Chromebook）

の無償貸出をおこない、児童生徒の教育活動の充実を図っている。 

本発表では、タブレット型端末（Chromebook）およびGoogle Workspace for Educationを活用

した学校図書館運営、図書委員会指導など東村山市立東村山第一中学校学校図書館における実践を

報告する。そして、今後の課題を明らかにすることで、現在おこなっている実践のブラシュアップ

や、新しい活用方法を検討する。 

〈キーワード〉 

GIGAスクール、Google Workspace for Education、タブレット型端末、学校図書館、図書委員会 

 

はじめに 

令和元年、文部科学省は、学校における高速

大容量の通信ネットワーク環境と 1人 1台端末

の整備（「GIGAスクール構想」）を提唱した。

これを受けて、東村山市では、市立小・中学校

に在籍する児童生徒全員に対してタブレット

型端末（Chromebook）の無償貸出をおこなっ

ている。 

そこで、東村山市立東村山第一中学校学校図

書館における Chromebook および Google 

Workspace for Educationを活用した実践をま

とめるとともに今後の課題を明らかにし、今後

の実践につなげていきたい。 

1 Google Workspace for Educationの概要

と主なツール 

 Google Workspace for Education とは、

Google 社が提供する教育機関向けのクラウド

サービスである。文書作成（Google ドキュメン

ト）、表計算（Google スプレッドシート）、プレ

ゼンテーション（Google スライド）、メール

（Gmail）、オンラインストレージ（Google ド

ライブ）などの代表的なツールの他に様々なツ

ールがあるが、ここでは本学校図書館において、

実際に使ったツールに絞り紹介したい。 

① Google Classroom 

 Google Classroomとは、クラス運営ツールで

ある。教員が作成したクラスに生徒を参加させ

ることで、資料配布、課題提出、連絡などを行

うことができる。 

② Googleフォーム 

 Googleフォームとは、アンケート作成・管理

ツールである。回答が自動で集計され、スプレ

ッドシートに書き出すこともできる。 

③ Jamboard 

Jamboard とは、デジタルホワイトボードツ

ールである。同時に編集することができ、付箋

や画像の貼り付け、ペン機能による記入もでき

る。 

④ Google Sites 

Google Sitesとは、ウェブサイト作成ツール

である。テキストボックスや画像などを挿入す

るだけで簡単にサイトを作成できる。 

⑤ Google カレンダー 

Google カレンダーとは、時間管理ツールで

ある。自身の予定を管理できるほか、登録した

予定を他者と共有することなどもできる。 

 

 



2 実践報告 

① ポータルサイト 

Google Sitesを用いたポータルサイトを公開

している。サイトでは、お知らせや利用案内、

施設案内などを見ることができる。その他、簡

易蔵書検索システム（後述）や図書購入希望申

込みフォーム（後述）へのリンクもある。 

② 簡易蔵書検索システム 

Google Sitesを用いて簡易的な蔵書検索シス

テムを作成している。手作業で書誌情報を入力

して、公開した。Google Sitesのサイト内検索

機能で検索することができる。画像は検索にヒ

ットしないため、各項目の見出しは画像にした。 

③ 開館カレンダー 

Google カレンダーに開館日時を入力して公

開している。Google カレンダーは、サイトに埋

め込むことができるため、ポータルサイト上で

も表示されるようになっている。 

④ 図書購入希望申込みフォーム 

Google フォームで図書の購入希望を随時受

付けている。購入希望が入力された際には、集

計用のスプレッドシートが更新され、Gmailに

通知されるようになっている。 

⑤ 図書委員会 Classroom 

 図書委員への資料配布、一斉連絡には、

Google Classroom を用いている。レジュメ、

Jamboard（後述）、図書日誌（後述）などへは

Classroom からアクセスすることができるよ

うになっている。 

⑥ Jamboardを用いた委員会活動 

 活動の反省や議論の際には、Jamboard を用

いている。委員が各々付箋に記入し、フレーム

に貼り付けることで意見を述べさせている。委

員会後には編集を制限したうえで共有し、委員

が後日、内容を確認できるようにしている。 

⑦ 図書日誌 

 昼休みの開館時、図書委員 4名程度がカウン

ター当番、蔵書整理などを担当し、その記録を

Google スプレッドシートに記入させている。1

つのシートに 1週間分の記入欄を用意している。

なお、記入するセル以外は編集を制限している。 

3 今後の課題 

① 学校全体における認知度を高めること 

 蔵書検索や購入希望の申込みなどが

Chromebookでできるということを周知してい

くことが不可欠である。また、実際に利用して

もらうためには、利点を示していくことも必要

となるだろう。 

② 操作が容易であること 

 継続して利用してもらうためには、全生徒・

教職員にとって使いやすくなくてはならない。 

そのためには、情報の重要度を踏まえた構成、

デザインの見直しや、そもそも活用しているツ

ールが適切であるかということも検討する必

要があるだろう。 

まとめ 

 本発表では、東村山第一中学校学校図書館に

おける実践を報告した。先に示した「今後の課

題」の実現は、図書館利用者の拡大や活気あふ

れる図書館づくりなどにおいて重要である。

Google Workspace for Educationを活用した学

校図書館運営、図書委員会指導などについて、

ポスターや配布物、口頭説明などを通して周知

し、実際に使ってもらい、感想や意見を募り、

より使いやすく改善を図っていきたい。 

［引用・参考文献］ 

⚫ 文部科学省「子供たち一人ひとりに個別最適

化され、創造性を育む教育 ICT 環境の実現

に向けて～令和時代のスタンダードとして

の 1 人 1 台端末環境～≪文部科学大臣メッ

セージ≫」（2019年） 

⚫ 東村山市「東村山スマートスクール構想の

推進について」

〈https://www.city.higashimurayama.toky

o.jp/kyoiku/shisaku/giga/index.html〉

（2023年 7月 19日閲覧） 

⚫ 電算システム『今すぐ使えるかんたん

Google for Education 導入から運用ま

で、一冊でしっかりわかる本』（技術評論

社、2022年） 
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